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【お問い合わせ】 経済学研究院 准教授 藤井 秀道（ふじい ひでみち） 

                                                 電話：092-802-5494 FAX：092-802-5494 

                                                     Mail： hidemichifujii@econ.kyushu-u.ac.jp 

再生可能エネルギーの発電拡大による電力卸売市場の価格低減効果が明らかに 

－気候変動対策の経済的側面からの政策立案に貢献－ 

 太陽光発電や風力発電などの再生可能エネルギー由来の発電方法は、燃料費がかからないことか

ら発電時の限界費用がゼロであると知られています。すでにこの点に着目した研究が欧米を中心に

進められており、太陽光発電や風力発電による発電電力量の拡大が電力市場における価格低減効果

（メリットオーダー効果：MOE）を持つことが明らかとなっていました。しかし日本ではこのメリ

ットオーダー効果は十分に認識されておりませんでした。 

今回、九州大学大学院経済学府修士課程の阪口真生志氏と同大学大学院経済学研究院の藤井秀道

准教授は、日本の電力卸取引所（JEPX）の前日スポット価格を分析対象として、再生可能エネルギ

ーの発電拡大が電力価格に与える影響を解析しました。解析では、2016年度から 2019年度におけ

る 1時間ごとの電力卸売価格や再生可能エネルギーの発電電力量、需要量や燃料価格のデータを利

用した解析を行い、太陽光発電及び風力発電の発電電力量がそれぞれ 1GWh 増加することで、電力

卸売価格を 0.085円/kwh及び 0.345円/kwh低下させる効果を持つことを明らかにしました。 

本研究では、欧米とは電力システムや再生可能エネルギーの普及形態が異なる日本において、太

陽光発電と風力発電のメリットオーダー効果を実証分析によって定量化しました。さらに、9エリ

アに分かれている国内電力市場の特徴を考慮したエリア別の分析や、市場価格高騰時と平常時の違

いに着目した分析を実施しており、それぞれの実情に応じた政策に有用な情報を提供しています。 

本研究では、再生可能エネルギーの普及は気候変動問題への対策だけでなく、電力卸売価格を低

減させるメリットオーダー効果も期待できることを、日本の電力市場を対象に研究し、明らかにし

ました。本研究成果は、再生可能エネルギーの発電電力量拡大を通じて得られる社会的便益をより

正確に推計するための重要な情報として活用が期待されます。 

 本研究は、日本学術振興会 科学研究費（JP18H03433, JP20K12283）の助成を受けました。本研

究成果は、11月 30日（火）(日本時間)付けの Frontiers in Sustainabilityに掲載されました。 

図 1 本研究の分析フレームワーク 

図 2 卸売価格帯別(横軸)の太陽光発電によるメリットオーダー効果 

縦軸は太陽光発電による電力価格の低減効果を表しており、下に行くほど価格低減効果が大き

いことを意味します。2016 年度、2017 年度においては、右端の高価格帯時に価格低減効果が

大きいことが分かります。これは、卸売市場の電力価格高騰時において太陽光発電の価格低減

効果が平常時より強く影響しており、電力価格の安定化に寄与していることを示しています。 
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【研究者から一言】 

再生可能エネルギーの拡大が電力卸市場価格を低減させるメリットオーダー効果は、まだ日本では十分に
認識されているとは言えない状況にあります。本研究では、欧米諸国とは違い、太陽光発電の普及が先行した
日本において、再生可能エネルギーが電力市場に与える影響を価格帯別に統計的に明らかにしました。 

本研究成果は、再生可能エネルギーの普及を進める上で重要な経済合理性に関する科学的なエビデンス
の一つとして、政策立案に貢献するものです。（阪口） 
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